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(57)【要約】
【課題】ネットワーク上で手話通訳を行うと共に、放送
番組と手話映像を一の放送受信装置で受信することがで
きる手話通訳システムを提供する。
【解決手段】手話通訳システムは、放送装置１と手話通
訳装置２と放送受信装置３を備える。放送装置１は、放
送番組情報を放送すると共に、手話通訳装置２から受信
した、放送番組情報に対応する手話映像情報をも放送す
る。手話通訳装置２は、放送された放送番組情報を受信
して出力すると共に、その放送番組情報に対応する手話
映像情報を受け付けて放送装置１に送信する。放送受信
装置３は、放送された放送番組情報と手話映像情報を受
信して出力する。また、放送装置１は、放送番組情報と
手話映像情報を同期させるための遅延時間情報も送信す
る。放送受信装置３は、その遅延時間情報を用いて両情
報の出力タイミングを同期させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
放送装置と、手話通訳装置とを備えた手話通訳システムであって、
前記放送装置は、
前記手話通訳装置から送信された、手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する
手話映像情報受信部と、
放送する番組を示す情報である放送番組情報が記憶される放送番組情報記憶部と、
前記放送番組情報記憶部が記憶している放送番組情報を放送すると共に、前記手話映像情
報受信部が受信した手話映像情報をも放送する放送部と、を備え、
前記手話通訳装置は、
前記放送装置が放送した放送番組情報を受信する放送番組情報受信部と、
前記放送番組情報受信部が受信した放送番組情報の映像音声を出力する映像音声出力部と
、
前記映像音声出力部が出力した映像音声に対応する手話の映像を示す情報である手話映像
情報を受け付ける手話映像情報受付部と、
前記手話映像情報受付部が受け付けた手話映像情報を前記放送装置に送信する手話映像情
報送信部と、を備えた、手話通訳システム。
【請求項２】
前記放送装置は、
前記放送部が放送した放送番組情報に対して手話映像情報が遅延している時間を示す情報
である遅延時間情報が記憶される遅延時間情報記憶部をさらに備え、
前記放送部は、前記遅延時間情報をも放送する、請求項１記載の手話通訳システム。
【請求項３】
前記放送部は、前記手話映像情報に前記遅延時間情報を含めて放送する、請求項２記載の
手話通訳システム。
【請求項４】
前記放送装置は、
前記遅延時間情報を取得して前記遅延時間情報記憶部に蓄積する遅延時間情報取得部をさ
らに備えた、請求項２または請求項３記載の手話通訳システム。
【請求項５】
前記遅延時間情報取得部は、前記放送装置と前記手話通訳装置との間の情報の通信時間を
測定し、当該通信時間と、あらかじめ保持している手話通訳時のずれ時間とを加算した時
間を示す遅延時間情報を取得する、請求項４記載の手話通訳システム。
【請求項６】
前記放送部は、タイムコードを含む放送番組情報を放送し、
前記手話映像情報送信部は、前記放送番組情報受信部が受信した放送番組情報に含まれる
最新のタイムコードを含む手話映像情報を送信し、
前記遅延時間情報取得部は、あるタイムコードを含む放送番組情報を前記放送部が放送し
た時点から、当該タイムコードを含む手話映像情報を前記手話映像情報受信部が受信した
時点までの時間である通信時間を取得し、当該通信時間と、あらかじめ保持している手話
通訳時のずれ時間とを加算した時間を示す遅延時間情報を取得する、請求項４記載の手話
通訳システム。
【請求項７】
前記遅延時間情報取得部は、前記放送部が放送した放送番組情報に含まれる音声の開始時
点から、前記手話映像情報受信部が受信した手話映像情報の示す映像の手話の開始時点ま
での時間を示す遅延時間情報を取得する、請求項４記載の手話通訳システム。
【請求項８】
放送受信装置をさらに備え、
前記放送受信装置は、
前記放送装置が放送した放送番組情報、手話映像情報及び遅延時間情報を受信する放送受
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信部と、
前記放送受信部が受信した手話映像情報の映像と、前記放送受信部が受信した遅延時間情
報の示す遅延時間だけ遅延させた前記放送番組情報の映像とを出力する出力部と、を備え
た、請求項２から請求項７のいずれか記載の手話通訳システム。
【請求項９】
請求項１から請求項８のいずれか記載の手話通訳システムを構成する手話通訳装置。
【請求項１０】
放送装置と、手話通訳装置とを備えた手話通訳システムを構成する放送装置であって、
前記手話通訳装置から送信された、手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する
手話映像情報受信部と、
放送する番組を示す情報である放送番組情報を記憶している放送番組情報記憶部と、
前記放送番組情報記憶部が記憶している放送番組情報を放送すると共に、前記手話映像情
報受信部が受信した手話映像情報をも放送する放送部と、を備え、
前記手話映像情報受信部が受信する手話映像情報は、前記放送部が放送した放送番組情報
に対応するものである、放送装置。
【請求項１１】
放送装置が放送した放送番組情報を受信すると共に、前記放送装置が放送した、前記放送
番組情報に対応する手話の映像を示す情報である手話映像情報と、前記放送装置が放送し
た、放送番組情報に対して手話映像情報が遅延している時間を示す情報である遅延時間情
報とを受信する放送受信部と、
前記放送受信部が受信した手話映像情報の映像と、前記放送受信部が受信した遅延時間情
報の示す遅延時間だけ遅延させた、前記放送受信部が受信した放送番組情報の映像とを出
力する出力部と、を備えた放送受信装置。
【請求項１２】
放送装置と、手話通訳装置とを備えた手話通訳システムを構成する放送装置において用い
られる放送方法であって、
放送する番組を示す情報である放送番組情報が記憶される放送番組情報記憶部が記憶して
いる放送番組情報を放送する放送番組情報放送ステップと、
前記手話通訳装置から送信された、前記放送番組情報放送ステップで放送した放送番組情
報に対応する手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する手話映像情報受信ステ
ップと、
前記手話映像情報受信ステップで受信した手話映像情報を放送する手話映像情報放送ステ
ップと、を備えた放送方法。
【請求項１３】
放送装置が放送した放送番組情報を受信する放送番組情報受信ステップと、
前記放送装置が放送した、前記放送番組情報に対応する手話の映像を示す情報である手話
映像情報と、前記放送装置が放送した、放送番組情報に対して手話映像情報が遅延してい
る時間を示す情報である遅延時間情報とを受信する手話映像情報受信ステップと、
前記手話映像情報受信ステップで受信した手話映像情報の映像と、前記手話映像情報受信
ステップで受信した遅延時間情報の示す遅延時間だけ遅延させた、前記放送番組情報受信
ステップで受信した放送番組情報の映像とを出力する出力ステップと、を備えた放送受信
方法。
【請求項１４】
コンピュータを、
放送装置と、手話通訳装置とを備えた手話通訳システムを構成する放送装置として機能さ
せるためのプログラムであって、
前記手話通訳装置から送信された、手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する
手話映像情報受信部と、
放送する番組を示す情報である放送番組情報が記憶される放送番組情報記憶部が記憶して
いる放送番組情報を放送すると共に、前記手話映像情報受信部が受信した手話映像情報を
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も放送する放送部として機能させ、
前記手話映像情報受信部が受信する手話映像情報は、前記放送部が放送した放送番組情報
に対応するものである、プログラム。
【請求項１５】
コンピュータを、
放送装置が放送した放送番組情報を受信すると共に、前記放送装置が放送した、前記放送
番組情報に対応する手話映像情報と、前記放送装置が放送した放送番組情報に対して手話
映像情報が遅延している時間を示す情報である遅延時間情報を受信する放送受信部と、
前記放送受信部が受信した手話映像情報の映像と、前記放送受信部が受信した遅延時間情
報の示す遅延時間だけ遅延させた、前記放送受信部が受信した放送番組情報の映像とを出
力する出力部として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送番組情報を放送すると共に、その放送番組情報に対応する手話の映像を
示す手話映像情報をも放送する手話通訳システム等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放送局において手話映像の挿入された放送番組を放送することがあった。しかし
、そのような番組は限定されており、聴覚障害者が任意の放送番組について手話映像を得
ることはできなかった。全ての放送番組について手話映像を挿入するとなると、手話通訳
者が放送局等に出向いていく必要があり、手話通訳者の負担が大きくなるという問題もあ
った。そのため、ネットワーク上で手話通訳を行うことによって、放送番組に関する手話
映像を提供するシステムが開発されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－１６９９８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記特許文献１記載の手話通訳システムにおいては、例えば、聴覚障害
者が放送番組と、その放送番組に対応した手話映像とを見る場合に、放送番組を受信する
装置（例えば、テレビ受像器など）と、手話映像を受信するネットワークに接続された装
置（例えば、パソコンなど）とを用意しなければならず、聴覚障害者に煩雑な作業を課す
ことになっていた。特に、他人の家で放送番組を見る場合や、屋外で放送番組を見る場合
には、そのような環境を設定することが非常に困難であることが多かった。
【０００４】
　また、放送番組を受信する装置と、手話映像を受信する装置とを横に並べて設置したと
しても、両装置の映像を一目で見ることは非常に困難であり、放送番組の映像を見ている
場合には手話映像を見ることができず、手話映像を見ている場合には放送番組の映像を見
ることができないようになることが多かった。
【０００５】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたものであり、ネットワーク上で手話通
訳を行うことができると共に、放送番組と、その放送番組に対応する手話映像とを一の放
送受信装置で受信することができるようにする手話通訳システム等を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明による手話通訳システムは、放送装置と、手話通訳装
置とを備えた手話通訳システムであって、前記放送装置は、前記手話通訳装置から送信さ
れた、手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する手話映像情報受信部と、放送
する番組を示す情報である放送番組情報が記憶される放送番組情報記憶部と、前記放送番
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組情報記憶部が記憶している放送番組情報を放送すると共に、前記手話映像情報受信部が
受信した手話映像情報をも放送する放送部と、を備え、前記手話通訳装置は、前記放送装
置が放送した放送番組情報を受信する放送番組情報受信部と、前記放送番組情報受信部が
受信した放送番組情報の映像音声を出力する映像音声出力部と、前記映像音声出力部が出
力した映像音声に対応する手話の映像を示す情報である手話映像情報を受け付ける手話映
像情報受付部と、前記手話映像情報受付部が受け付けた手話映像情報を前記放送装置に送
信する手話映像情報送信部と、を備えたものである。
【０００７】
　このような構成により、ネットワーク上で手話通訳を行うことができると共に、一の放
送受信装置で、放送番組情報と手話映像情報とを受信することができるようになる。した
がって、聴覚障害者は、放送番組情報を受信する装置と、手話映像情報を受信する装置と
の２台の装置を用意することなく、１台の装置で両情報の映像を見ることができるように
なる。また、例えば、放送番組情報と手話映像情報とがそれぞれ１個のチャネルで放送さ
れる場合には、２個のチャネルの放送を同時受信可能であり、かつその２個のチャネルの
映像を同時に出力可能な汎用の放送受信装置を用いることによって、放送番組情報と手話
映像情報との両方を同時に見ることができる。
【０００８】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記放送装置は、前記放送部が放送した放
送番組情報に対して手話映像情報が遅延している時間を示す情報である遅延時間情報が記
憶される遅延時間情報記憶部をさらに備え、前記放送部は、前記遅延時間情報をも放送し
てもよい。
【０００９】
　このような構成により、遅延時間情報も放送されるため、放送番組情報や手話映像情報
を受信する放送受信装置では、その遅延時間情報を用いて放送番組情報と手話映像情報と
を同期させて出力することが可能となり、放送番組情報と手話映像情報を見る聴覚障害者
の利便性を向上させることができる。
【００１０】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記放送部は、前記手話映像情報に前記遅
延時間情報を含めて放送してもよい。
　このような構成により、遅延時間情報がどの手話映像情報に対応するものであるのかが
容易に分かるようになる。
【００１１】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記放送装置は、前記遅延時間情報を取得
して前記遅延時間情報記憶部に蓄積する遅延時間情報取得部をさらに備えてもよい。
　このような構成により、遅延時間情報を自動的に取得することができるようになる。ま
た、例えば、定期的に遅延時間情報の取得を行うことなどによって、時間的に変化する遅
延時間にも対応することができるようになりうる。
【００１２】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記遅延時間情報取得部は、前記放送装置
と前記手話通訳装置との間の情報の通信時間を測定し、当該通信時間と、あらかじめ保持
している手話通訳時のずれ時間とを加算した時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。
　このような構成により、変化することが大きいと考えられる通信時間を測定することが
でき、時々の状況に応じた、より正確な遅延時間情報を取得することができうる。
【００１３】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記放送部は、タイムコードを含む放送番
組情報を放送し、前記手話映像情報送信部は、前記放送番組情報受信部が受信した放送番
組情報に含まれる最新のタイムコードを含む手話映像情報を送信し、前記遅延時間情報取
得部は、あるタイムコードを含む放送番組情報を前記放送部が放送した時点から、当該タ
イムコードを含む手話映像情報を前記手話映像情報受信部が受信した時点までの時間であ
る通信時間を取得し、当該通信時間と、あらかじめ保持している手話通訳時のずれ時間と
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を加算した時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。
　このような構成により、タイムコードを用いて遅延時間情報を取得することができる。
【００１４】
　また、本発明による手話通訳システムでは、前記遅延時間情報取得部は、前記放送部が
放送した放送番組情報に含まれる音声の開始時点から、前記手話映像情報受信部が受信し
た手話映像情報の示す映像の手話の開始時点までの時間を示す遅延時間情報を取得しても
よい。
　このような構成により、手話通訳者が手話通訳を行う際に発生するタイムラグをも考慮
した、より正確な遅延時間情報を取得することができうる。
【００１５】
　また、本発明による手話通訳システムでは、放送受信装置をさらに備え、前記放送受信
装置は、前記放送装置が放送した放送番組情報、手話映像情報及び遅延時間情報を受信す
る放送受信部と、前記放送受信部が受信した手話映像情報の映像と、前記放送受信部が受
信した遅延時間情報の示す遅延時間だけ遅延させた前記放送番組情報の映像とを出力する
出力部と、を備えてもよい。
　このような構成により、放送受信装置において、遅延時間情報を用いて同期された放送
番組情報と、手話映像情報とを出力することができるようになる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明による手話通訳システム等によれば、ネットワーク上で手話通訳を行うことがで
きると共に、放送番組と、その放送番組に対応する手話映像とを一の放送受信装置で受信
することができるようにすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明による手話通訳システムについて、実施の形態を用いて説明する。なお、
以下の実施の形態において、同じ符号を付した構成要素及びステップは同一または相当す
るものであり、再度の説明を省略することがある。
【００１８】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１による手話通訳システムについて、図面を参照しながら説明する
。本実施の形態による手話通訳システムは、ネットワーク上で手話通訳を行うことができ
ると共に、放送装置から放送番組情報と、その放送番組情報に対応する手話の映像である
手話映像情報とを放送するものである。
【００１９】
　図１は、本実施の形態による手話通訳システムの構成を示すブロック図である。本実施
の形態による手話通訳システムは、放送装置１と、手話通訳装置２と、放送受信装置３と
を備える。手話通訳装置２及び放送受信装置３は、放送装置１が放送した情報を受信する
ことができる。また、手話通訳装置２と放送装置１とは、有線または無線の通信回線５０
０で接続されているものとする。通信回線５００は、例えば、インターネットやイントラ
ネット、公衆電話回線網等である。なお、図１では、手話通訳装置２、放送受信装置３が
１個ずつ存在する場合について示しているが、手話通訳システムは、２以上の手話通訳装
置２を備えていてもよく、また、２以上の放送受信装置３を備えていてもよいことは言う
までもない。例えば、２以上の手話通訳装置２を用いることによって、二人以上の手話通
訳者によって交代で手話通訳を行うようにしてもよい。
【００２０】
　図２は、本実施の形態による放送装置１の構成を示すブロック図である。図２において
、本実施の形態による放送装置１は、放送番組情報記憶部１１と、放送部１２と、手話映
像情報受信部１３と、遅延時間情報取得部１４と、遅延時間情報記憶部１５とを備える。
【００２１】
　放送番組情報記憶部１１では、放送番組情報が記憶される。放送番組情報は、放送装置
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１が放送する番組を示す情報である。その放送番組情報は、例えば、ドラマの放送番組情
報や、ニュースの放送番組情報、ドキュメンタリーの放送番組情報、スポーツの放送番組
情報等であってもよく、そのジャンルは問わない。また、放送番組情報のデータ形式も問
わない。例えば、放送番組情報は、アナログのデータであってもよく、デジタルのデータ
であってもよい。後者の場合に、放送番組情報の形式は、例えば、ＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎ
ｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）であってもよく、ＡＶＩ（Ａｕｄｉ
ｏ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ）であってもよく、あるいは、その他の形式であ
ってもよい。また、その放送番組情報が圧縮されている場合に、その圧縮形式も問わない
。
【００２２】
　放送番組情報記憶部１１に放送番組情報が記憶される過程は問わない。例えば、記録媒
体を介して放送番組情報が放送番組情報記憶部１１で記憶されるようになってもよく、通
信回線等を介して送信された放送番組情報が放送番組情報記憶部１１で記憶されるように
なってもよく、あるいは、カメラ等から入力された放送番組情報が放送番組情報記憶部１
１で記憶されるようになってもよい。放送番組情報記憶部１１での記憶は、ＲＡＭ等にお
ける一時的な記憶でもよく、あるいは、長期的な記憶でもよい。放送番組情報記憶部１１
は、所定の記録媒体（例えば、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）によって
実現されうる。
【００２３】
　放送部１２は、放送番組情報記憶部１１が記憶している放送番組情報を放送する。この
放送は、いわゆるテレビの放送と同様のものである。また、放送部１２は、後述する手話
映像情報受信部１３が受信した手話映像情報をも放送する。手話映像情報については、後
述する。また、放送部１２は、後述する遅延時間情報記憶部１５で記憶されている遅延時
間情報をも放送してもよい。遅延時間情報については後述する。遅延時間情報をも放送す
る場合に、放送部１２は、手話映像情報に遅延時間情報を含めて放送してもよい。手話映
像情報に遅延時間情報を含めるとは、手話映像情報と遅延時間情報とを一つのチャネルで
送信することを意味している。したがって、例えば、手話映像情報のユーザ定義領域に遅
延時間情報を含めることであってもよく、クローズドキャプションと同様に垂直帰線区間
内に遅延時間情報を多重することであってもよい。また、放送部１２は、ＢＭＬ（Ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ）を用いて遅延時間情報を放送してもよ
い。放送部１２による放送は、例えば、地上波での放送であってもよく、衛星放送であっ
てもよく、あるいは、ケーブルを介した有線放送であってもよい。また、放送部１２は、
放送する放送番組情報のスケジュールを示す情報に応じて、適宜、放送番組情報を読み出
して放送してもよい。
【００２４】
　放送部１２は、放送を行うための有線または無線の放送デバイスを含んでもよく、ある
いは含まなくてもよい。また、放送部１２は、ハードウェアによって実現されてもよく、
あるいは放送デバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。
【００２５】
　手話映像情報受信部１３は、後述する手話通訳装置２から送信された手話映像情報を、
通信回線５００を介して受信する。この手話映像情報は、手話の映像を示す情報であり、
後述するように、放送部１２が放送した放送番組情報に対応する手話の映像を示す情報で
ある。手話映像情報の詳細については後述する。
【００２６】
　なお、手話映像情報受信部１３は、受信を行うための有線または無線の受信デバイス（
例えば、モデムやネットワークカードなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい
。また、手話映像情報受信部１３は、ハードウェアによって実現されてもよく、あるいは
受信デバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。
【００２７】
　遅延時間情報取得部１４は、遅延時間情報を取得する。また、遅延時間情報取得部１４
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は、取得した遅延時間情報を遅延時間情報記憶部１５に蓄積する。遅延時間情報は、放送
部１２が放送した放送番組情報に対して手話映像情報が遅延している時間を示す情報であ
る。その詳細、及び遅延時間情報取得部１４が遅延時間情報を取得する方法については後
述する。遅延時間情報を取得するとは、例えば、遅延時間情報を記録媒体に蓄積すること
であってもよい。その蓄積先の記録媒体は遅延時間情報記憶部１５であってもよい。また
、遅延時間情報取得部１４は、例えば、手話通訳装置２ごとに遅延時間情報の取得を行っ
てもよく、放送番組情報ごとに遅延時間情報の取得を行ってもよく、所定の時間ごとに遅
延時間情報の取得を行ってもよく、あるいは、その他のタイミングで遅延時間情報の取得
を行ってもよい。
【００２８】
　遅延時間情報記憶部１５では、遅延時間情報取得部１４が蓄積した遅延時間情報が記憶
される。遅延時間情報記憶部１５での記憶は、ＲＡＭ等における一時的な記憶でもよく、
あるいは、長期的な記憶でもよい。遅延時間情報記憶部１５は、所定の記録媒体（例えば
、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）によって実現されうる。
【００２９】
　なお、放送番組情報記憶部１１と遅延時間情報記憶部１５とは、同一の記録媒体によっ
て実現されてもよく、あるいは、別々の記録媒体によって実現されてもよい。前者の場合
には、放送番組情報を記憶している領域が放送番組情報記憶部１１となり、遅延時間情報
を記憶している領域が遅延時間情報記憶部１５となる。
【００３０】
　図３は、本実施の形態による手話通訳装置２の構成を示すブロック図である。図３にお
いて、本実施の形態による手話通訳装置２は、放送番組情報受信部２１と、映像音声出力
部２２と、手話映像情報受付部２３と、手話映像情報送信部２４とを備える。
【００３１】
　放送番組情報受信部２１は、放送装置１が放送した放送番組情報を受信する。なお、放
送番組情報受信部２１は、受信を行うための有線または無線の受信デバイスを含んでもよ
く、あるいは含まなくてもよい。また、放送番組情報受信部２１は、ハードウェアによっ
て実現されてもよく、あるいは受信デバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによっ
て実現されてもよい。
【００３２】
　映像音声出力部２２は、放送番組情報受信部２１が受信した放送番組情報の映像音声を
出力する。ここで、この出力は、例えば、放送番組情報の映像の表示デバイス（例えば、
ＣＲＴや液晶ディスプレイなど）への表示と、放送番組情報の音声のスピーカへの音声出
力であってもよい。または、この出力は、例えば、映像音声の所定の機器への通信回線を
介した送信でもよく、記録媒体への蓄積でもよく、他の構成要素への引き渡しでもよい。
ただし、これらの場合であっても、最終的には、映像が表示され、音声が音声出力される
ものとする。なお、映像音声出力部２２は、出力を行うデバイス（例えば、表示デバイス
やスピーカなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、映像音声出力部２
２は、ハードウェアによって実現されてもよく、あるいは、それらのデバイスを駆動する
ドライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。
【００３３】
　ここで、映像音声出力部２２が出力した映像音声は、手話通訳者によって視聴されるこ
とになる。そして、その手話通訳者は、その放送番組情報の手話通訳を行う。すなわち、
その手話通訳者は、放送番組情報の映像音声に対応した手話を行い、その手話がカメラで
撮影されるようにする。
【００３４】
　手話映像情報受付部２３は、映像音声出力部２２が出力した映像音声に対応する手話の
映像を示す情報である手話映像情報を受け付ける。この手話映像情報は、手話通訳者によ
って放送番組情報が手話通訳された手話の映像を示す情報である。また、放送番組情報と
同様に、手話映像情報のデータ形式も問わない。例えば、手話映像情報は、アナログのデ
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ータであってもよく、デジタルのデータであってもよい。また、その手話映像情報が圧縮
されている場合に、その圧縮形式も問わない。
【００３５】
　手話映像情報受付部２３は、例えば、カメラから入力された手話映像情報を受け付けて
もよく、有線もしくは無線の通信回線を介して送信された手話映像情報を受信してもよく
、所定の記録媒体（例えば、光ディスクや磁気ディスク、半導体メモリなど）から読み出
された手話映像情報を受け付けてもよい。なお、手話映像情報受付部２３は、受け付けを
行うためのデバイス（例えば、モデムやネットワークカードなど）を含んでもよく、ある
いは含まなくてもよい。また、手話映像情報受付部２３は、ハードウェアによって実現さ
れてもよく、あるいは所定のデバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによって実現
されてもよい。
【００３６】
　手話映像情報送信部２４は、手話映像情報受付部２３が受け付けた手話映像情報を放送
装置１に通信回線５００を介して送信する。なお、手話映像情報送信部２４は、放送装置
１に直接送信してもよく、あるいは、他のサーバ等を介して間接的に送信してもよい。ま
た、手話映像情報送信部２４は、送信を行うための送信デバイス（例えば、モデムやネッ
トワークカードなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、手話映像情報
送信部２４は、ハードウェアによって実現されてもよく、あるいは送信デバイスを駆動す
るドライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。
【００３７】
　図４は、本実施の形態による放送受信装置３の構成を示すブロック図である。図４にお
いて、本実施の形態による放送受信装置３は、放送受信部３１と、放送番組情報蓄積部３
２と、放送番組情報記憶部３３と、出力部３４とを備える。なお、放送受信装置３は、例
えば、テレビ受像器等に接続されるＳＴＢ（Ｓｅｔ　Ｔｏｐ　Ｂｏｘ）であってもよく、
そうでなくてもよい。
【００３８】
　放送受信部３１は、放送装置１が放送した放送番組情報、手話映像情報及び遅延時間情
報を受信する。放送受信部３１が受信する放送番組情報と、手話映像情報とは、前述のよ
うに、一般に別チャネルで送信されたものである。また、放送受信部３１が受信する遅延
時間情報は、前述のように、手話映像情報に含まれているものであってもよく、あるいは
、そうでなくてもよい。前者の場合には、放送受信部３１が手話映像情報を受信したこと
によって、遅延時間情報をも受信したことになる。また、放送受信装置３において、例え
ば、「手話ＯＮ」の設定がなされている場合には、放送受信部３１は、放送番組情報のチ
ャネルを受信する際に、その放送番組情報に対応する手話映像情報のチャネルをも自動的
に受信するようにしてもよい。放送番組情報のチャネルに対応する手話映像情報のチャネ
ルは、ルールによって定められていてもよく（例えば、放送番組情報のチャネルに１を加
算したチャネルが、その放送番組情報に対応する手話映像情報のチャネルであるなどのル
ールであってもよい）、あるいは、放送番組情報のチャネルと、手話映像情報のチャネル
とを対応付ける情報が設定されていてもよい。
【００３９】
　なお、放送受信部３１は、受信を行うための有線または無線の受信デバイスを含んでも
よく、あるいは含まなくてもよい。また、放送受信部３１は、ハードウェアによって実現
されてもよく、あるいは受信デバイスを駆動するドライバ等のソフトウェアによって実現
されてもよい。
【００４０】
　放送番組情報蓄積部３２は、放送受信部３１が受信した放送番組情報を放送番組情報記
憶部３３に蓄積する。この放送番組情報の蓄積は、放送番組情報を、遅延時間情報の示す
遅延時間だけ遅延させるためになされるものである。すなわち、放送番組情報は、放送受
信装置３において、一時的にバッファリングされることになる。
【００４１】
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　放送番組情報記憶部３３では、放送番組情報が記憶される。この放送番組情報は、前述
のように、放送番組情報蓄積部３２によって蓄積されるものである。なお、放送番組情報
記憶部３３での記憶は、一般的にＲＡＭ等における一時的な記憶（バッファリング）であ
るが、長期的な記憶であってもよい。放送番組情報記憶部３３は、所定の記録媒体（例え
ば、半導体メモリや磁気ディスク、光ディスクなど）によって実現されうる。放送番組情
報記憶部３３を用いた放送番組情報の記憶は、例えば、リングバッファを用いたバッファ
リングであってもよい。
【００４２】
　出力部３４は、放送受信部３１が受信した手話映像情報の映像と、放送受信部３１が受
信した遅延時間情報の示す遅延時間だけ遅延させた放送番組情報の映像とを出力する。出
力部３４は、例えば、放送受信部３１が受信した手話映像情報をそのまま出力すると共に
、放送受信部３１が受信した放送番組情報であって、放送番組情報記憶部３３に蓄積され
た放送番組情報を、遅延時間情報の示す遅延時間だけ遅延させて出力する。このようにし
て放送番組情報の出力を遅延させることによって、放送番組情報と手話映像情報とのタイ
ムラグを吸収し、放送番組情報と手話映像情報とを同期させることができるようになる。
なお、出力部３４は、放送受信部３１が受信した手話映像情報についても遅延させて出力
してもよい。その場合には、その遅延と同じ時間だけ、放送受信部３１が受信した放送番
組情報であって、放送番組情報記憶部３３に蓄積された放送番組情報をもさらに遅延させ
て出力してもよい。このように、放送番組情報が、手話映像情報に対して遅延時間情報の
示す遅延時間だけ相対的に遅延されて出力されるのであれば、その遅延の方法は問わない
。
【００４３】
　また、手話映像情報についても遅延させる場合には、放送受信装置３は、手話映像情報
を蓄積する図示しない手話映像情報蓄積部と、手話映像情報が蓄積される図示しない手話
映像情報記憶部とをさらに備えてもよい。また、放送受信装置３は、放送受信部３１が受
信した遅延時間情報を蓄積する図示しない遅延時間情報蓄積部と、遅延時間情報が蓄積さ
れる図示しない遅延時間情報記憶部とをさらに備え、出力部３４は、その遅延時間情報記
憶部で記憶されている遅延時間情報を用いて放送番組情報と手話映像情報との同期を行っ
てもよい。
【００４４】
　ここで、この出力は、例えば、放送番組情報の映像と手話映像情報の映像との表示デバ
イス（例えば、ＣＲＴや液晶ディスプレイなど）への表示と、放送番組情報の音声のスピ
ーカへの音声出力であってもよい。または、この出力は、例えば、映像音声の所定の機器
への通信回線を介した送信でもよく、記録媒体への蓄積でもよく、他の構成要素への引き
渡しでもよい。ただし、これらの場合であっても、最終的には、映像が表示され、音声が
音声出力されるものとする。なお、出力部３４は、出力を行うデバイス（例えば、表示デ
バイスやスピーカなど）を含んでもよく、あるいは含まなくてもよい。また、出力部３４
は、ハードウェアによって実現されてもよく、あるいは、それらのデバイスを駆動するド
ライバ等のソフトウェアによって実現されてもよい。また、出力部３４の出力を聴覚障害
者のみが見るなどの場合には、音声出力はなされなくてもよい。
【００４５】
　また、放送番組情報と手話映像情報とが表示される場合に、一画面内において両者が横
や縦、斜めなどに並べられて出力されてもよく、一方の画面内の一部に他方の画面が表示
される形態で出力されてもよく、放送番組情報と手話映像情報とが表示される形態は問わ
ない。
【００４６】
　また、放送装置１、手話通訳装置２、放送受信装置３において、適宜、情報がデジタル
化されても、アナログ化されてもよいことは言うまでもない。したがって、放送装置１、
手話通訳装置２、放送受信装置３において、適宜必要な箇所に、情報をアナログ化するＤ
ＡＣ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｎａｌｏｇ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）や、情報をデジタル化する
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ＡＤＣ（Ａｎａｌｏｇ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）が存在してもよい。
【００４７】
　ここで、放送装置１の遅延時間情報取得部１４による遅延時間情報の取得について説明
する。遅延時間情報の示す遅延時間は、通信に関する遅延時間（以下、「通信遅延時間」
と呼ぶこともある）と、手話通訳時に放送番組情報の内容と手話の動作とがずれる時間で
あるずれ時間（以下、「手話遅延時間」と呼ぶこともある）とを加算した時間となる。通
信遅延時間は、例えば、手話通訳装置２から放送装置１に手話映像情報が送信される際に
かかる時間であってもよく、あるいは、放送装置１から手話通訳装置２に放送番組情報が
放送される際にかかる時間と、手話通訳装置２から放送装置１に手話映像情報が送信され
る際にかかる時間とを加算した時間であってもよい。なお、手話遅延時間は、手話通訳者
に依存することはあったとしても、だいたい一定の時間であると考えられる。一方、通信
遅延時間は、通信回線５００の混雑の程度や、手話通訳装置２のネットワーク上の位置等
に応じてある程度変化することもあると考えられる。したがって、遅延時間情報取得部１
４は、通信遅延時間を測定し、その測定した通信遅延時間と、あらかじめ保持している手
話遅延時間とを加算した時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。また、遅延時間情報
取得部１４は、通信遅延時間と、手話遅延時間とを加算した時間である遅延時間そのもの
を取得するようにしてもよい。この場合には、手話遅延時間をも考慮した遅延時間情報を
取得することができる。以下、それらの各場合について、さらに詳細に説明する。
【００４８】
　［通信時間を測定する場合］
　遅延時間情報取得部１４は、放送装置１と手話通訳装置２との間の情報の通信時間であ
る通信遅延時間を測定し、その通信遅延時間と、あらかじめ保持している手話通訳時のず
れ時間である通訳遅延時間とを加算した時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。あら
かじめ保持している通訳遅延時間は、例えば、遅延時間情報取得部１４が図示しない記録
媒体において保持していてもよく、あるいは、他の構成要素や他の装置において保持して
いてもよい。後者の場合には、遅延時間情報取得部１４は、その手話遅延時間を他の構成
要素や他の装置から受け取って、遅延時間情報の取得に用いるものとする。
【００４９】
　この場合に、遅延時間情報取得部１４が通信遅延時間を取得する方法としては、例えば
、ｐｉｎｇ（ピング）を用いてもよい。すなわち、遅延時間情報取得部１４は、ｐｉｎｇ
のパケットの送信先を手話通訳装置２として送信し、往復の通信時間を測定することがで
きる。したがって、そのｐｉｎｇで測定した往復の通信時間を半分にすることによって、
通信遅延時間を取得することができる。なお、一般にｐｉｎｇの処理では、複数回のパケ
ットの送信が行われるため、その複数回の往復の通信時間の平均を計算して、その平均値
の半分を通信遅延時間としてもよい。また、プロトコルの都合上、はじめの１回目のパケ
ットの送信時の往復の通信時間が他の場合に比べて遅くなる場合があるため、２回目以降
のパケットを用いて測定された往復の通信時間を用いて通信遅延時間を算出するようにし
てもよい。
【００５０】
　なお、ここでは、通信時間を測定する場合としてｐｉｎｇを用いる場合について説明し
たが、これは一例であって、他の方法を用いて通信時間を測定してもよいことは言うまで
もない。
【００５１】
　［タイムコードを用いる場合］
　この場合には、放送装置１の放送部１２によって、タイムコードを含む放送番組情報が
放送されているものとする。また、手話通訳装置２の手話映像情報送信部２４は、放送番
組情報受信部２１が受信した放送番組情報に含まれる最新のタイムコードを含む手話映像
情報を放送装置１に送信するものとする。そして、放送装置１の遅延時間情報取得部１４
は、あるタイムコードを含む放送番組情報を放送部１２が放送した時点から、そのタイム
コードを含む手話映像情報受信部１３を手話映像情報受信部が受信した時点までの時間で
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ある通信遅延時間を取得し、その通信遅延時間と、あらかじめ保持している通訳遅延時間
とを加算した時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。あらかじめ保持している通訳遅
延時間については、前述のように、例えば、図示しない記録媒体で保持されていてもよい
。このようにすることで、放送装置１から手話通訳装置２に放送番組情報が放送される際
にかかる時間と、手話通訳装置２から放送装置１に手話映像情報が送信される際にかかる
時間とを加算した時間を測定することができるようになる。
【００５２】
　例えば、一のタイムコードである「００（時）：００（分）：１２（秒）：０１（フレ
ーム）」の付与された放送番組情報のフレームが放送部１２から放送された時点の時刻が
Ａであったとする。遅延時間情報取得部１４は、そのタイムコードと、そのタイムコード
のフレームが放送された時刻とを対応付ける情報を一時的に記憶するものとする。また、
そのフレームが放送番組情報受信部２１で受信されると、そのタイムコード「００：００
：１２：０１」は手話映像情報送信部２４に渡され、手話映像情報送信部２４は、そのタ
イムコードを受け取った直後に送信する手話映像情報のフレームに、そのタイムコードを
付与する。その手話映像情報のフレームは手話映像情報受信部１３で受信され、その手話
映像情報のフレームに含まれるタイムコードは遅延時間情報取得部１４に渡される。遅延
時間情報取得部１４は、タイムコード「００：００：１２：０１」を受け取ると、その受
け取った時点の時刻Ｂと、そのタイムコードに対応付けて保持している時刻Ａとの間の時
間を計算する。その計算した時間が、通信遅延時間となる。
【００５３】
　［音声の開始時点と手話の開始時点とを用いる場合］
　遅延時間情報取得部１４は、放送部１２が放送した放送番組情報に含まれる音声の開始
時点から、手話映像情報受信部１３が受信した手話映像情報の示す映像の手話の開始時点
までの時間を示す遅延時間情報を取得してもよい。この場合には、通信遅延時間と、手話
遅延時間とを加算した時間である遅延時間そのものを取得することができる。
【００５４】
　例えば、遅延時間情報取得部１４は、一の放送番組情報が開始された際に、その放送番
組情報に含まれる音声の開始時点の時刻を取得する。この音声の開始時点とは、手話通訳
者が手話通訳を行う対象となる発話に対応した音声（例えば、アナウンサーやナレーター
、俳優等の発話など）である。したがって、音楽や効果音などのように手話通訳の対象と
ならない音の開始時点ではない。なお、非発話音と、発話音声とを区別する方法は、例え
ば、特開２００７－２６４５６７号公報などにおいて知られており、その詳細な説明を省
略する。また、放送番組情報に含まれる音について音声認識処理を行い、辞書情報に含ま
れる有意な単語列に音声認識された場合には、発話音声であると判断し、そうでない場合
には非発話音であると判断してもよい。また、遅延時間情報取得部１４は、その一の放送
番組情報に対応する手話映像情報が手話映像情報受信部１３で受信されると、その手話映
像情報の示す映像において手話が開始される時点の時刻を取得する。手話が開始される時
点は、例えば、隣接するフレーム間での差異を検出し、その差異がしきい値以上であると
なった時点としてもよい。その差異の検出を、人物の領域に限定することができればより
好適である。人物の領域を特定する方法としては、肌色検出の方法や、パターンマッチン
グによって人物の輪郭や顔の位置を検出する方法などを用いることができる。人物の少な
くとも一部が特定された場合には、例えば、人物の少なくとも一部の特定された領域と、
輪郭抽出の技術等を用いて、人物全体の領域を特定してもよい。遅延時間情報取得部１４
は、放送番組に含まれる音声の開始時点の時刻と、手話映像情報における手話の開始時点
の時刻とを取得すると、両時刻間の時間間隔を計算する。その計算した時間間隔を示す情
報がそのまま遅延時間情報となる。
【００５５】
　なお、遅延時間情報取得部１４が遅延時間情報を取得するいくつかの方法について簡単
に説明したが、遅延時間情報を取得する方法はこれらに限定されるものではなく、別の方
法を用いて遅延時間情報を取得してもよいことは言うまでもない。例えば、手話通訳装置
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２がｐｉｎｇ等を用いて手話通訳装置２と放送装置１との間の通信遅延時間を測定し、そ
の通信遅延時間、あるいは、その通信遅延時間に手話遅延時間を加算した遅延時間情報そ
のものを放送装置１に送信し、遅延時間情報取得部１４は、その通信遅延時間、あるいは
、遅延時間情報そのものを受信してもよい。前者の場合には、あらかじめ保持している通
訳遅延時間を加算することによって遅延時間情報を得ることができる。
【００５６】
　また、この遅延時間情報の取得は、繰り返して実行されてもよく、あるいは、１回だけ
実行されてもよい。前者の場合には、繰り返し取得された遅延時間情報の最新の値が放送
部１２によって放送されるようにしてもよい。後者の場合には、その１回で取得された遅
延時間情報が放送受信装置３で繰り返して用いられることになる。なお、後者の場合に、
その１回で取得された遅延時間情報が放送部１２によって繰り返し放送されてもよく、あ
るいは、１回だけ放送されてもよい。
【００５７】
　次に、本実施の形態による手話通訳システムを構成する各装置の動作について、図５～
図７のフローチャートを用いて説明する。図５は、本実施の形態による放送装置１の動作
を示すフローチャートである。このフローチャートにおいて、放送部１２は、遅延時間情
報を手話映像情報に含めて送信するものとする。また、手話映像情報を送信する際に、遅
延時間情報を取得するものとする。
【００５８】
　（ステップＳ１０１）放送部１２は、放送番組情報を放送するかどうか判断する。そし
て、放送する場合には、ステップＳ１０２に進み、そうでない場合には、ステップＳ１０
４に進む。
【００５９】
　（ステップＳ１０２）放送部１２は、送信する放送番組情報のフレームを放送番組情報
記憶部１１から読み出す。このフレームは、例えば、一のフレームであってもよく、連続
する複数のフレームであってもよい。
【００６０】
　（ステップＳ１０３）放送部１２は、読み出した一または複数のフレームを放送する。
そして、ステップＳ１０１に戻る。
【００６１】
　（ステップＳ１０４）手話映像情報受信部１３は、手話映像情報を受信したかどうか判
断する。そして、受信した場合には、ステップＳ１０５に進み、そうでない場合には、ス
テップＳ１０１に戻る。なお、手話映像情報受信部１３は、手話映像情報を一フレームご
とに受信してもよく、あるいは、連続する複数のフレームごとに受信してもよい。
【００６２】
　（ステップＳ１０５）放送部１２は、遅延時間情報記憶部１５で遅延時間情報が記憶さ
れているかどうか判断する。そして、記憶されている場合には、ステップＳ１０８に進み
、記憶されていない場合には、遅延時間情報取得部１４に遅延時間情報を取得する旨の指
示を渡してステップＳ１０６に進む。
【００６３】
　（ステップＳ１０６）遅延時間情報取得部１４は、遅延時間情報を取得する。遅延時間
情報取得部１４は、例えば、ｐｉｎｇ等を用いて手話通訳装置２から放送装置１までの通
信時間を測定することによって、遅延時間情報を取得してもよい。
【００６４】
　（ステップＳ１０７）遅延時間情報取得部１４は、取得した遅延時間情報を遅延時間情
報記憶部１５に蓄積する。
【００６５】
　（ステップＳ１０８）放送部１２は、遅延時間情報記憶部１５で記憶されている遅延時
間情報を読み出す。
【００６６】



(14) JP 2010-34800 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

　（ステップＳ１０９）放送部１２は、読み出した遅延時間情報を、手話映像情報受信部
１３が受信した手話映像情報に含める。
【００６７】
　（ステップＳ１１０）放送部１２は、遅延時間情報の含められた手話映像情報を放送す
る。そして、ステップＳ１０１に戻る。
【００６８】
　なお、図５のフローチャートにおいて、ステップＳ１０１からＳ１０３までの処理と、
ステップＳ１０４からＳ１１０までの処理は、並列して実行されるようにしてもよい。そ
の場合には、放送番組情報の放送と、手話映像情報の放送とを並行して実行することがで
きるようになる。例えば、それらの処理が別スレッドや別プロセスとして処理されてもよ
い。
【００６９】
　また、図５のフローチャートにおいて、遅延時間情報記憶部１５において遅延時間情報
が記憶されていない場合に遅延時間情報を取得する場合について説明したが、ステップＳ
１０４からの処理が実行される前に、あらかじめ遅延時間情報を取得するようにしてもよ
い。また、前述の「音声の開始時点と手話の開始時点とを用いる場合」には、はじめの手
話映像情報が受信された時点においてもまだ遅延時間情報を取得することができないこと
があるが、その場合には、遅延時間情報が不明である旨の情報を手話映像情報に含めて送
信してもよく、あるいは、デフォルトの遅延時間情報を手話映像情報に含めて送信しても
よい。
【００７０】
　また、図５のフローチャートでは、遅延時間情報が一度取得されると、それ以降は遅延
時間情報の取得が行われないことになるが、定期的に遅延時間情報を取得して、最新の遅
延時間情報が遅延時間情報記憶部１５で記憶されるようにしてもよい。そして、放送部１
２は、最新の遅延時間情報を含む手話映像情報を送信してもよい。
　また、図５のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【００７１】
　図６は、本実施の形態による手話通訳装置２の動作を示すフローチャートである。
　（ステップＳ２０１）放送番組情報受信部２１は、放送番組情報を受信したかどうか判
断する。そして、受信した場合には、ステップＳ２０２に進み、そうでない場合には、ス
テップＳ２０３に進む。なお、放送番組情報受信部２１は、放送番組情報を一フレームご
とに受信してもよく、あるいは、連続する複数のフレームごとに受信してもよい。
【００７２】
　（ステップＳ２０２）映像音声出力部２２は、放送番組情報受信部２１が受信した放送
番組情報の映像音声を出力する。そして、ステップＳ２０１に戻る。なお、出力された放
送番組情報の映像音声を視聴した手話通訳者によって、手話通訳が行われるものとする。
【００７３】
　（ステップＳ２０３）手話映像情報受付部２３は、手話通訳者によって手話通訳された
映像、すなわち、手話通訳者の映像を受け付けたかどうか判断する。そして、受け付けた
場合には、ステップＳ２０４に進み、そうでない場合には、ステップＳ２０１に戻る。な
お、手話映像情報受付部２３は、手話映像情報を一フレームごとに受け付けてもよく、あ
るいは、連続する複数のフレームごとに受け付けてもよい。
【００７４】
　（ステップＳ２０４）手話映像情報送信部２４は、手話映像情報受付部２３が受け付け
た手話映像情報を放送装置１に送信する。そして、ステップＳ２０１に戻る。なお、手話
映像情報送信部２４は、放送装置１のアドレスをあらかじめ図示しない記録媒体において
保持していてもよく、手話映像情報の送信時に、放送装置１のアドレスを他の構成要素等
から受け取ってもよく、あるいは、放送番組情報に放送装置１のアドレスが含まれており
、そのアドレスを取得してもよい。



(15) JP 2010-34800 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【００７５】
　なお、図６のフローチャートにおいて、ステップＳ２０１からＳ２０２までの処理と、
ステップＳ２０３からＳ２０４までの処理は、並列して実行されるようにしてもよい。そ
の場合には、放送番組情報の受信と、手話映像情報の送信とを並行して実行することがで
きるようになる。例えば、それらの処理が別スレッドや別プロセスとして処理されてもよ
い。
【００７６】
　また、前述のように、タイムコードを用いて遅延時間情報を取得する場合には、放送番
組情報に含まれるタイムコードの取得や、そのタイムコードを含む手話映像情報の送信等
を行うようにしてもよい。
　また、図６のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【００７７】
　図７は、本実施の形態による放送受信装置３の動作を示すフローチャートである。
　（ステップＳ３０１）放送受信部３１は、放送番組情報を受信したかどうか判断する。
そして、受信した場合には、ステップＳ３０１に進み、そうでない場合には、ステップＳ
３０３に進む。なお、放送受信部３１は、放送番組情報を一フレームごとに受信してもよ
く、あるいは、連続する複数のフレームごとに受信してもよい。
【００７８】
　（ステップＳ３０２）放送番組情報蓄積部３２は、放送受信部３１の受信した放送番組
情報を放送番組情報記憶部３３に蓄積する。そして、ステップＳ３０１に戻る。
【００７９】
　（ステップＳ３０３）放送受信部３１は、手話映像情報を受信したかどうか判断する。
そして、手話映像情報を受信した場合には、ステップＳ３０４に進み、そうでない場合に
は、ステップＳ３０１に戻る。なお、放送受信部３１は、手話映像情報を一フレームごと
に受信してもよく、あるいは、連続する複数のフレームごとに受信してもよい。また、放
送受信部３１は、放送番組情報と、手話映像情報とを、例えば、放送チャネルの違いによ
って判別することができうる。
【００８０】
　（ステップＳ３０４）出力部３４は、放送受信部３１が受信した手話映像情報に含まれ
る遅延時間情報を取得する。
【００８１】
　（ステップＳ３０５）出力部３４は、取得した遅延時間情報だけ前に受信された放送番
組情報を放送番組情報記憶部３３から読み出す。なお、放送番組情報と手話映像情報との
フレームレートが同じである場合には、出力部３４は、放送受信部３１がステップＳ３０
３で受信した手話映像情報のフレーム数と等しいフレーム数の放送番組情報を読み出すも
のとする。
【００８２】
　（ステップＳ３０６）出力部３４は、ステップＳ３０３で受信した手話映像情報と、ス
テップＳ３０５で読み出した放送番組情報とを出力する。そして、ステップＳ３０１に戻
る。
【００８３】
　なお、図７のフローチャートにおいて、ステップＳ３０１からＳ３０２までの処理と、
ステップＳ３０３からＳ３０６までの処理は、並列して実行されるようにしてもよい。そ
の場合には、放送番組情報の受信と、手話映像情報及び放送番組情報の出力とを並行して
実行することができるようになる。例えば、それらの処理が別スレッドや別プロセスとし
て処理されてもよい。
【００８４】
　また、図７のフローチャートのステップＳ３０４，Ｓ３０５において、手話映像情報に
含まれる遅延時間情報が変わらない限り、１回目に遅延時間情報を用いた適切な放送番組
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情報の読み出しが行われた後は、放送番組情報記憶部３３で記憶されている放送番組情報
であって、まだ出力されていない放送番組情報の最も古いものを読み出せばよいことにな
る。したがって、遅延時間情報が頻繁に変更されることのない手話通訳システムにおいて
は、ステップＳ３０４の処理、及びそのステップＳ３０４で取得した遅延時間情報を用い
たステップＳ３０５での放送番組情報の取得の処理を１回だけ実行し、その後は、放送番
組情報記憶部３３で記憶されている放送番組情報であって、まだ出力されていない放送番
組情報の最も古いものを読み出す処理をステップＳ３０５で行うようにしてもよい。その
場合にも、所定の期間ごとに、遅延時間情報を取得するステップＳ３０４の処理と、その
取得した遅延時間情報を用いて放送番組情報を取得するステップＳ３０５の処理とを行う
ようにしてもよい。
【００８５】
　また、遅延時間情報が変化する手話通訳システムにおいて、遅延時間情報がいきなり短
くなった場合には、出力されない放送番組情報のフレームが生じる可能性もある。そのよ
うに、遅延時間情報がいきなり短くなった場合であっても、出力されない放送番組情報の
フレームが生じないように、放送番組情報だけ早送りすることによって、放送番組情報と
遅延時間情報とが同期するようにすると共に、放送番組情報のフレーム落ちが発生しない
ようにしてもよい。逆に、遅延時間情報が長くなった場合には、出力すべき放送番組情報
のフレームが存在しない可能性もある。そのような場合には、放送番組情報のフレームを
ゆっくりと出力することにより、あるいは、同じフレームを連続して出力することによっ
て、時間稼ぎを行うようにしてもよい。
　また、図７のフローチャートにおいて、電源オフや処理終了の割り込みにより処理は終
了する。
【００８６】
　次に、本実施の形態による手話通訳システムの動作について、具体例を用いて説明する
。この具体例では、タイムコードを用いて遅延時間情報を取得する場合について説明する
。また、手話遅延時間は、あらかじめ３秒に設定されているものとする。
【００８７】
　まず、放送部１２が天気予報の放送番組情報を放送する際に、その放送番組情報の１個
目のフレームを読み出し（ステップＳ１０１，Ｓ１０２）、そのフレームにタイムコード
「００（時）：００（分）：００（秒）：０１（フレーム）」を付与して放送したとする
（ステップＳ１０３）。
【００８８】
　ここで、遅延時間情報取得部１４は、天気予報の放送番組情報の１個目のフレームの放
送が行われる際に、その時点の時刻「１０（時）：００（分）：００．００（秒）」と、
そのフレームに対応するタイムコード「００：００：００：０１」とを対応付けて図示し
ない記録媒体で一時的に記憶する。
【００８９】
　なお、この後も、各フレームについて、フレームの読み出し、そのフレームへのタイム
コードの付与、そのフレームの放送が順次、行われることになる（ステップＳ１０１～Ｓ
１０３）。また、フレームの放送時点の時刻と、そのフレームのタイムコードとが図８で
示されるように、順次、対応付けられて記憶されていく。
【００９０】
　次に、手話通訳装置２において、あらかじめ手話通訳者が放送装置１から送信される天
気予報の放送番組情報を受信できるようにチャンネルの設定等を行っていたとする。する
と、放送番組情報受信部２１は、放送装置１から送信された天気予報の放送番組情報のフ
レームを受信し、そのフレームに含まれるタイムコードを手話映像情報送信部２４に渡す
と共に、そのフレームを映像音声出力部２２に渡す（ステップＳ２０１）。そして、映像
音声出力部２２によって、天気予報の放送番組情報の映像と音声とが出力される（ステッ
プＳ２０２）。例えば、図９で示される映像がディスプレイに表示されることになる。な
お、この放送番組情報の受信と、映像音声の出力も、順次、繰り返して行われることにな
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る（ステップＳ２０１，Ｓ２０２）。
【００９１】
　また、手話通訳者は、カメラで撮影された自らの映像である手話映像情報が放送装置１
に送信されるように設定等を行っていたとする。すると、カメラからの手話映像情報が手
話映像情報受付部２３で受け付けられる（ステップＳ２０３）。その後、手話映像情報送
信部２４は、手話映像情報受付部２３の受け付けた手話映像情報のフレームに、放送番組
情報受信部２１から受け取っている最新のタイムコード「００：００：００：０１」を付
与して放送装置１に送信する（ステップＳ２０４）。なお、この手話映像情報の受け付け
と、手話映像情報の送信も、順次、繰り返して行われることになる（ステップＳ２０３，
Ｓ２０４）。また、手話通訳者は、映像音声出力部２２が出力した天気予報の映像と音声
とを視聴し、その音声に対応する手話通訳を行うため、その手話の映像が順次、放送装置
１に送信されることになる。例えば、図１０で示される手話通訳者の映像である手話映像
情報が放送装置１に送信されることになる。
【００９２】
　手話通訳装置２から送信された手話映像情報のフレームは、手話映像情報受信部１３で
受信され、そのフレームが放送部１２に渡されると共に、そのフレームに付与されている
タイムコード「００：００：００：０１」が遅延時間情報取得部１４に渡される（ステッ
プＳ１０４）。この時点では、遅延時間情報記憶部１５で遅延時間情報が記憶されていな
いので、放送部１２は、遅延時間情報取得部１４に遅延時間情報を取得する旨の指示を渡
す（ステップＳ１０５）。すると、遅延時間情報取得部１４は、図８で示される時刻とタ
イムコードとを対応付ける情報を参照し、手話映像情報受信部１３から受け取ったタイム
コード「００：００：００：０１」に対応する時刻「１０：００：００．００」と、その
時点の時刻「１０：００：０１：００」とを取得する。そして、両時刻の差「１．００秒
」を計算する。この時間が通信遅延時間である。そして、あらかじめ保持している通訳遅
延時間「３秒」と、その通信遅延時間「１秒」とを加算することにより、遅延時間情報「
４秒」を計算する（ステップＳ１０６）。そして、遅延時間情報取得部１４は、その遅延
時間情報「４秒」を遅延時間情報記憶部１５に蓄積する（ステップＳ１０７）。
【００９３】
　その後、放送部１２は、遅延時間情報記憶部１５から遅延時間情報「４秒」を読み出し
（ステップＳ１０８）、手話映像情報受信部１３が受信した手話映像情報のフレームにそ
の遅延時間情報「４秒」を付加して放送する（ステップＳ１０９，Ｓ１１０）。なお、放
送部１２は、放送番組情報のフレームを放送する場合と同様に、タイムコードを付与して
手話映像情報のフレームを放送するものとする。そのタイムコードは、放送番組情報のタ
イムコードと同じタイムコードを用いるものとする。したがって、放送装置１から同時に
放送された放送番組情報のフレームと、手話映像情報のフレームとに対して、同じタイム
コードが付与されていることになる。また、この手話映像情報の受信と、遅延時間情報の
付加された手話映像情報の放送も、順次、繰り返して行われることになる（ステップＳ１
０４，Ｓ１０５，Ｓ１０８～Ｓ１１０）。
【００９４】
　放送受信装置３のユーザは、放送装置１から送信される天気予報の放送番組情報を受信
できるようにチャンネルの設定等を行っていたとする。すると、放送装置１から放送され
た放送番組情報の各フレームは、放送受信部３１で受信され（ステップＳ３０１）、順次
、放送番組情報記憶部３３に蓄積されていく（ステップＳ３０２）。
【００９５】
　また、放送装置１から放送された手話映像情報も放送受信部３１で受信される（ステッ
プＳ３０３）。出力部３４は、その手話映像情報のフレームから遅延時間情報「４秒」を
取得する（ステップＳ３０４）。そして、その受信された手話映像情報のフレームに付与
されているタイムコードから４秒だけ前のタイムコードの付与されている放送番組情報の
フレームを放送番組情報記憶部３３から読み出すことにより、出力部３４は、４秒前の放
送番組情報のフレームを読み出すことができる（ステップＳ３０５）。その後、出力部３
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４は、その放送番組情報のフレームと、手話映像情報のフレームとを出力する（ステップ
Ｓ３０６）。
【００９６】
　図１１は、手話映像情報と放送番組情報との同期について説明するための図である。図
１１において、上側は受信された放送番組情報の各フレームを示しており、下側は受信さ
れた手話映像情報の各フレームを示している。各フレームの下側に表示されているのが、
各フレームに付与されているタイムコードである。例えば、手話映像情報のフレームＢＦ
Ｎが放送受信部３１で受信されると、出力部３４は、そのフレームＢＦＮのタイムコード
「００：００：１０：０１」よりも４秒だけ前のタイムコード「００：００：０６：０１
」の付与されている放送番組情報のフレームＡＦ１を放送番組情報記憶部３３から読み出
し、両者を出力することになる。
【００９７】
　なお、出力部３４の出力するフレームは、例えば、図１２で示されるように、放送番組
情報のフレーム内に、手話映像情報のフレームを表示するものであってもよく、あるいは
、図１３で示されるように、放送番組情報のフレームと、手話映像情報のフレームとを横
に並べて表示するものであってもよい。
【００９８】
　また、この具体例において、手話遅延時間が一定である場合について説明したが、手話
遅延時間は、手話通訳者ごとに定められていてもよい。例えば、遅延時間情報取得部１４
は、図１４で示される、手話通訳者識別情報と手話遅延時間とを対応付ける情報にアクセ
ス可能であるとする。また、手話通訳装置２から送信される手話映像情報には、その手話
映像情報に関する手話通訳を行った手話通訳者を識別する情報である手話通訳者識別情報
が含まれているものとする。そして、遅延時間情報取得部１４は、その手話映像情報に含
まれている手話通訳者識別情報に対応する手話遅延時間を、図１４で示される情報を用い
て取得し、その手話遅延時間を用いて遅延時間情報を計算してもよい。なお、図１４で示
される情報は、遅延時間情報取得部１４が有する図示しない記録媒体で記憶されていても
よく、その他の構成要素等が有する記録媒体で記憶されていてもよい。また、手話通訳装
置２から送信される手話通訳者識別情報は、手話映像情報に含まれていてもよく、あるい
は、手話映像情報とは別途、送信されてもよい。また、手話通訳装置２から送信される手
話映像情報に手話通訳者識別情報が含まれる場合には、例えば、手話通訳装置２が、手話
通訳者識別情報が記憶される手話通訳者識別情報記憶部を有しており、手話映像情報送信
部２４が、その手話通訳者識別情報記憶部で記憶されている手話通訳者識別情報を読み出
して手話映像情報に含めて送信するようにしてもよい。
【００９９】
　また、この具体例において、通信回線５００や、手話通訳装置２が不調であることによ
り、放送装置１が手話映像情報を受信することができない場合には、それらの原因を示す
情報を手話映像情報として放送するようにしてもよい。例えば、「設備の不調のため、手
話映像情報を放送することができておりません。ご迷惑をおかけいたしますが、ご了解の
ほど、よろしくお願いいたします。」といった文書を手話映像情報として放送するように
してもよい。このようにすることで、放送受信装置３のユーザは、手話映像情報を見るこ
とができない原因が、放送装置１側に存在し、放送受信装置３の不調が原因ではないこと
を知ることができる。
【０１００】
　以上のように、本実施の形態による手話通訳システムによれば、放送番組情報を放送す
ることができると共に、手話通訳装置２において、すなわち、ネットワーク上において手
話通訳を行うことができ、その手話通訳された映像である手話映像情報をも放送すること
ができる。したがって、聴覚障害者は、例えば、テレビ受像器等の放送番組を受信する装
置を用意するのみで、放送番組情報と手話映像情報との両方を見ることができる。その結
果、放送番組情報を受信する装置と、手話映像情報を受信する装置とが別々である場合に
比べて、両情報を一目で容易に把握することができるようになるメリットがある。
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【０１０１】
　また、遅延時間情報を用いて放送番組情報と手話映像情報とを同期させて出力すること
により、放送受信装置３から出力される放送番組情報と手話映像情報とが時間的に対応し
たものとなり、聴覚障害者が放送番組をより正確に理解することができるようになり、聴
覚障害者の利便性を向上させることができる。
【０１０２】
　さらに、放送装置１の遅延時間情報取得部１４によって遅延時間情報を取得することに
よって、その時々の状況に応じた遅延時間情報を用いることができ、放送番組情報と手話
映像情報とをより正確に同期させることができるようになる。例えば、通信回線５００の
混雑度が時間帯によって変化するような場合に、放送番組情報ごとに遅延時間情報を取得
することによって、昼間の遅延時間情報と、夜間の遅延時間情報とを変えることができ、
より厳密な同期が可能となる。
【０１０３】
　さらにまた、放送番組情報と手話映像情報とを別チャネルで放送することにより、手話
映像情報の必要な人だけ、放送番組情報と共に、その手話映像情報をも出力するようにし
、手話映像情報の必要ない人は、放送番組情報のみを出力するようにすることができる。
したがって、手話映像情報の必要ない人に対しても、手話映像情報を見せるようなことが
ないようにすることができ、ユーザに応じて、必要十分な映像を出力することができるよ
うになる。
【０１０４】
　なお、本実施の形態では、放送装置１において、遅延時間情報取得部１４が遅延時間情
報を取得して遅延時間情報記憶部１５に蓄積する場合について説明したが、そうでなくて
もよい。あらかじめ、遅延時間情報が遅延時間情報記憶部１５に記憶されていてもよい。
その場合には、放送装置１は、遅延時間情報取得部１４を備えていなくてもよい。また、
その場合には、遅延時間情報記憶部１５に遅延時間情報が記憶される過程は問わない。例
えば、記録媒体を介して遅延時間情報が遅延時間情報記憶部１５で記憶されるようになっ
てもよく、通信回線等を介して送信された遅延時間情報が遅延時間情報記憶部１５で記憶
されるようになってもよく、あるいは、入力デバイスを介して入力された遅延時間情報が
遅延時間情報記憶部１５で記憶されるようになってもよい。
【０１０５】
　また、本実施の形態では、放送装置１の放送部１２が遅延時間情報記憶部１５で記憶さ
れている遅延時間情報をも放送する場合について説明したが、そうでなくてもよい。放送
部１２は、遅延時間情報を放送しなくてもよい。その場合には、放送装置１は、遅延時間
情報記憶部１５や、遅延時間情報取得部１４を備えていなくてもよい。また、放送受信装
置３の出力部３４においても、遅延時間情報を用いて放送番組情報と手話映像情報とを同
期させる処理を行わなくてもよい。放送番組情報と手話映像情報とを同期させないで出力
したとしても、数秒程度のタイムラグであると考えられるため、手話映像情報によって、
放送番組情報の内容をある程度理解することが可能であると考えられる。
【０１０６】
　また、上記実施の形態において、各処理または各機能は、単一の装置または単一のシス
テムによって集中処理されることによって実現されてもよく、あるいは、複数の装置また
は複数のシステムによって分散処理されることによって実現されてもよい。
【０１０７】
　また、上記実施の形態において、各構成要素が実行する処理に関係する情報、例えば、
各構成要素が受け付けたり、取得したり、選択したり、生成したり、送信したり、受信し
たりした情報や、各構成要素が処理で用いるしきい値や数式、アドレス等の情報等は、上
記説明で明記していない場合であっても、図示しない記録媒体において、一時的に、ある
いは長期にわたって保持されていてもよい。また、その図示しない記録媒体への情報の蓄
積を、各構成要素、あるいは、図示しない蓄積部が行ってもよい。また、その図示しない
記録媒体からの情報の読み出しを、各構成要素、あるいは、図示しない読み出し部が行っ
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てもよい。
【０１０８】
　また、上記実施の形態において、各構成要素等で用いられる情報、例えば、各構成要素
が処理で用いるしきい値やアドレス、各種の設定値等の情報がユーザによって変更されて
もよい場合には、上記説明で明記していない場合であっても、ユーザが適宜、それらの情
報を変更できるようにしてもよく、あるいは、そうでなくてもよい。それらの情報をユー
ザが変更可能な場合には、その変更は、例えば、ユーザからの変更指示を受け付ける図示
しない受付部と、その変更指示に応じて情報を変更する図示しない変更部とによって実現
されてもよい。その図示しない受付部による変更指示の受け付けは、例えば、入力デバイ
スからの受け付けでもよく、通信回線を介して送信された情報の受信でもよく、所定の記
録媒体から読み出された情報の受け付けでもよい。
【０１０９】
　また、上記実施の形態において、手話通訳システムに含まれる２以上の構成要素が通信
デバイスや入力デバイス等を有する場合に、２以上の構成要素が物理的に単一のデバイス
を有してもよく、あるいは、別々のデバイスを有してもよい。
【０１１０】
　また、上記実施の形態において、各構成要素は専用のハードウェアにより構成されても
よく、あるいは、ソフトウェアにより実現可能な構成要素については、プログラムを実行
することによって実現されてもよい。例えば、ハードディスクや半導体メモリ等の記録媒
体に記録されたソフトウェア・プログラムをＣＰＵ等のプログラム実行部が読み出して実
行することによって、各構成要素が実現され得る。なお、上記実施の形態における放送装
置１を実現するソフトウェアは、以下のようなプログラムである。つまり、このプログラ
ムは、コンピュータを、放送装置と、手話通訳装置とを備えた手話通訳システムを構成す
る放送装置として機能させるためのプログラムであって、前記手話通訳装置から送信され
た、手話の映像を示す情報である手話映像情報を受信する手話映像情報受信部と、放送す
る番組を示す情報である放送番組情報が記憶される放送番組情報記憶部が記憶している放
送番組情報を放送すると共に、前記手話映像情報受信部が受信した手話映像情報をも放送
する放送部として機能させ、前記手話映像情報受信部が受信する手話映像情報は、前記放
送部が放送した放送番組情報に対応するものである、プログラムである。
【０１１１】
　また、上記実施の形態における手話通訳装置２を実現するソフトウェアは、以下のよう
なプログラムである。つまり、このプログラムは、コンピュータを、放送装置と、手話通
訳装置とを備えた手話通訳システムを構成する放送装置として機能させるためのプログラ
ムであって、前記放送装置が放送した放送番組情報を受信する放送番組情報受信部と、前
記放送番組情報受信部が受信した放送番組情報の映像音声を出力する映像音声出力部と、
前記映像音声出力部が出力した映像音声に対応する手話の映像を示す情報である手話映像
情報を受け付ける手話映像情報受付部と、前記手話映像情報受付部が受け付けた手話映像
情報を前記放送装置に送信する手話映像情報送信部として機能させるためのプログラムで
ある。
【０１１２】
　また、上記実施の形態における放送受信装置３を実現するソフトウェアは、以下のよう
なプログラムである。つまり、このプログラムは、コンピュータを、放送装置が放送した
放送番組情報を受信すると共に、前記放送装置が放送した、前記放送番組情報に対応する
手話映像情報と、前記放送装置が放送した放送番組情報に対して手話映像情報が遅延して
いる時間を示す情報である遅延時間情報を受信する放送受信部と、前記放送受信部が受信
した手話映像情報の映像と、前記放送受信部が受信した遅延時間情報の示す遅延時間だけ
遅延させた、前記放送受信部が受信した放送番組情報の映像とを出力する出力部として機
能させるためのプログラムである。
【０１１３】
　なお、上記プログラムにおいて、上記プログラムが実現する機能には、ハードウェアで
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しか実現できない機能は含まれない。例えば、情報を取得する取得部や、情報を送信する
送信部などにおけるモデムやインターフェースカードなどのハードウェアでしか実現でき
ない機能は、上記プログラムが実現する機能には少なくとも含まれない。
【０１１４】
　また、このプログラムは、サーバなどからダウンロードされることによって実行されて
もよく、所定の記録媒体（例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの光ディスクや磁気ディスク、半導
体メモリなど）に記録されたプログラムが読み出されることによって実行されてもよい。
また、このプログラムは、プログラムプロダクトを構成するプログラムとして用いられて
もよい。
【０１１５】
　また、このプログラムを実行するコンピュータは、単数であってもよく、複数であって
もよい。すなわち、集中処理を行ってもよく、あるいは分散処理を行ってもよい。
【０１１６】
　図１５は、上記プログラムを実行して、上記実施の形態による放送装置１，手話通訳装
置２，放送受信装置３を実現するコンピュータの外観の一例を示す模式図である。上記実
施の形態は、コンピュータハードウェア及びその上で実行されるコンピュータプログラム
によって実現されうる。
【０１１７】
　図１５において、コンピュータシステム９００は、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄ
ｉｓｋ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）ドライブ９０５、ＦＤ（Ｆｌｏｐｐｙ（登
録商標）　Ｄｉｓｋ）ドライブ９０６を含むコンピュータ９０１と、キーボード９０２と
、マウス９０３と、モニタ９０４とを備える。
【０１１８】
　図１６は、コンピュータシステム９００の内部構成を示す図である。図１６において、
コンピュータ９０１は、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０５、ＦＤドライブ９０６に加えて、Ｍ
ＰＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）９１１と、ブートアッププログラ
ム等のプログラムを記憶するためのＲＯＭ９１２と、ＭＰＵ９１１に接続され、アプリケ
ーションプログラムの命令を一時的に記憶すると共に、一時記憶空間を提供するＲＡＭ（
Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）９１３と、アプリケーションプログラム、
システムプログラム、及びデータを記憶するハードディスク９１４と、ＭＰＵ９１１、Ｒ
ＯＭ９１２等を相互に接続するバス９１５とを備える。なお、コンピュータ９０１は、Ｌ
ＡＮへの接続を提供する図示しないネットワークカードや、情報の放送を行うデバイス、
放送の受信を行うデバイス等を含んでいてもよい。
【０１１９】
　コンピュータシステム９００に、上記実施の形態による放送装置１，手話通訳装置２，
放送受信装置３の機能を実行させるプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ９２１、またはＦＤ９２
２に記憶されて、ＣＤ－ＲＯＭドライブ９０５、またはＦＤドライブ９０６に挿入され、
ハードディスク９１４に転送されてもよい。これに代えて、そのプログラムは、図示しな
いネットワークを介してコンピュータ９０１に送信され、ハードディスク９１４に記憶さ
れてもよい。プログラムは実行の際にＲＡＭ９１３にロードされる。なお、プログラムは
、ＣＤ－ＲＯＭ９２１やＦＤ９２２、またはネットワークから直接、ロードされてもよい
。
【０１２０】
　プログラムは、コンピュータ９０１に、上記実施の形態による放送装置１，手話通訳装
置２，放送受信装置３の機能を実行させるオペレーティングシステム（ＯＳ）、またはサ
ードパーティプログラム等を必ずしも含んでいなくてもよい。プログラムは、制御された
態様で適切な機能（モジュール）を呼び出し、所望の結果が得られるようにする命令の部
分のみを含んでいてもよい。コンピュータシステム９００がどのように動作するのかにつ
いては周知であり、詳細な説明は省略する。
【０１２１】
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　また、本発明は、以上の実施の形態に限定されることなく、種々の変更が可能であり、
それらも本発明の範囲内に包含されるものであることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【０１２２】
　以上より、本発明による手話通訳システム等によれば、放送番組と、その放送番組に対
応する手話映像とを一の放送受信装置で受信できるようにすることができ、放送番組や手
話映像を送受信する手話通訳システム等として有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本発明の実施の形態１による手話通訳システムの構成を示すブロック図
【図２】同実施の形態による放送装置の構成を示すブロック図
【図３】同実施の形態による手話通訳装置の構成を示すブロック図
【図４】同実施の形態による放送受信装置の構成を示すブロック図
【図５】同実施の形態による放送装置の動作を示すフローチャート
【図６】同実施の形態による手話通訳装置の動作を示すフローチャート
【図７】同実施の形態による放送受信装置の動作を示すフローチャート
【図８】同実施の形態における遅延時間情報を取得するために用いられる情報の一例を示
す図
【図９】同実施の形態における放送番組情報の画面の一例を示す図
【図１０】同実施の形態における手話映像情報の画面の一例を示す図
【図１１】同実施の形態における放送番組情報と手話映像情報との同期について説明する
ための図
【図１２】同実施の形態における放送番組情報と手話映像情報との画面の一例を示す図
【図１３】同実施の形態における放送番組情報と手話映像情報との画面の一例を示す図
【図１４】同実施の形態における遅延時間情報を取得するために用いられる情報の一例を
示す図
【図１５】同実施の形態におけるコンピュータシステムの外観一例を示す模式図
【図１６】同実施の形態におけるコンピュータシステムの構成の一例を示す図
【符号の説明】
【０１２４】
　１　放送装置
　２　手話通訳装置
　３　放送受信装置
　１１、３３　放送番組情報記憶部
　１２　放送部
　１３　手話映像情報受信部
　１４　遅延時間情報取得部
　１５　遅延時間情報記憶部
　２１　放送番組情報受信部
　２２　映像音声出力部
　２３　手話映像情報受付部
　２４　手話映像情報送信部
　３１　放送受信部
　３２　放送番組情報蓄積部
　３４　出力部
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